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［目的］

　現在、血液中の凝 固亢進状態の早期発見のため

に 、様々 な分子マ ーカー
の血中濃度が測定されて

い るが 、 2 次線容物質が含まれ る こ とによ り、 凝

固その もの に よ っ て生 成 され る物 質を、直接に測

定する方法がなか っ た。凝固 によ り血漿中で 生成

した、微量の トロ ン ビン の 作用 によ っ て 生 じた フ

ィ ブリ ンモ ノ マ ーを s 凝 固生成物 として 測定する

こ とは可能で あ っ たが、凝 固後 の フ ィ ブ リン分解

産物 （2 次線容物質）を含ん で しま っ て いた 。 微

量 の トロ ン ピンの作用 によ っ て 生 じた フ ィ ブリン

モ ノマ ー
は 、 主 に過剰 に存在するフ ィ ブ リノーゲ

ン と複合体 （Soluble　Fibrin　monomer 　complex ）を形

成 し 、 まず可溶性 フ ィブ リン （Soiuble　Fibdn）と

な る 。
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　こ の 可溶性 フ ィ ブ リン （Soluble・Fib血 ）はフ ィ

ブ リンモ ノ マ
ー

よ り安定性が 高 く、フ ィ ブ リン分

解産物 を含 まな いため精度 も高 い 。 その ため血漿

中の 可溶性 フ ィ ブ リンの測定は、凝 固亢進状態の

早期発見 に役立 つ と考え られ る 。 凝固亢進状 態が

確認されて い る重症妊娠 中毒症 と双胎 にお け る可

溶性 フ ィ ブリンの動態を調べ た 。

［方法］

　可 溶性 フ ィ ブ リンに 特異的なモ ノク ロ ーナル

抗体 ：IF−43 （ヤ トロ ン社製）を用 いた 、ラテ ッ

クス凝集法で 測定 した。

　イ ン フ ォ
ー

ム ドコ ンセ ン トを得て採血 した正常

妊娠の母体血 25例 ・臍帯血 Z5例、重症妊娠中毒症

の母体血 3e例 ・臍帯血 Z9例 、 双胎妊娠の 母体血 1の

例 ・第 1 子の臍帯血le例 ・第 2 子の臍帯血 9 例 、

を対 象と した。母体血は肘静脈か らの 末梢血 、

臍 帯血は経膣分娩 ・ 帝王 切開分娩を含み分娩 時、

臍 帯静脈 よ り採血 した 。また比較対照 するた め に

AT−lllを測定 した 。解析 には ス チ ュ
ーデ ン トt検定

を用 いた e

［結果］

　母体血 に つ いて可 溶性フ ィ ブ リン （Soluble

Fib血 1）は、重症妊娠 中毒症 （15，5μ g／mD

（P〈e．05）、双胎 （14．4μ g／ml ）（Pく  ，  1）とも 、 正

常分 娩 （4 ，2 μ g／mT ）に比較 して有意 に高値 を示 し

た 。 AT−IIIは重症妊娠中毒症 （1  1．2％）、 双胎
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双胎 に お け る 可溶 性 フ ィ ブ リ ン の 動態

（1 9．6％）とな り 、 正 常分娩 （le8．9％）と有意差を

認 めなか っ た。

　臍帯血の可 溶性フ ィ ブ リン （Soluble・Fibrill）

は 、 正 常妊娠（9．1μ g／mT ）に比較 して 、 重症 妊娠

中毒症 （12，8μ g／mD 、双 胎第 1 子 （29 ．6 μ g／mD

双胎第 2 子 （ze ．3μ g／mD とな り 、 有意差を 認め

な いもの の 、 高値例が多か っ た 。 臍帯血の AT −lll

は重症妊娠 中毒症 （48．1％）、 双胎第 1子 （64 ．4％）

双胎第 2 子 （58．4％）、 正常分娩 （53．2％）で有意差

を認めなか っ た。

表 1 ；SFとAT −“1の 測定値

分類 例数 SF（μ 9／ml ） AT一川（％）

正 常 妊 娠 母 体 血 Z54 ．Z± 4 ．9   8．9士 27．8

妊娠中轟症母体血 ヨo15 ，5±23．601 ．2±15．7

双胎妊娠母体血 1014 ．4 ± 12．5eg ．6士 26．4

正常妊娠臍帯血 259 ．1± 18．1532 ± 14．7

妊娠中毒症臍帯血 Z91Z ．8土 23，848 ，1士 10．6

双胎妊娠臍帯血 110Z9 ，6±44 ．664 ．4± ZO．6

双胎妊娠臍帯血 2920 ，3±18．558 ，4士 10．1

N 　Pt

隅 Pt

Pt 　Pt

璋pa

il
虱

妊 中誌 第 4 巻

［考察］

　妊娠中の凝固亢進状態は、それ に伴 う線溶の 活

性化 によ り微妙な バ ラ ンス を保 っ て い る 。こ の た

め 妊産婦がひ とた び凝固 線溶のバ ラ ンス を崩す と

非妊婦よ りはる かに Drcなどの 血 液凝固異常を 引

き 起 こ しやす い。重症妊娠 中毒症 、 および 双胎妊

娠で は凝 固亢進状態が正 常妊娠時よ り強い こ とが

すで に確認され て お り、しか もPAI −1値が高 く線

溶が抑制 されて お り、重篤な DI⊂を起 こ しやす い

と考え られる e こ の ため これ らの疾患で 凝固亢進

状態の早期発見は重要で ある 。 今 回 こ れ らの疾患

で 可溶性 フ ィ ブリ ン （Soluble　Fibr血）が高値を示

し 、 凝 固亢進状態 の早 期発見 に有効で ある と思わ

れた 。今後詳細な意 味付 けに つ い て は さ らに検討

が必要で ある 。
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